
吉見商店の小印版 印銘用の太筆

　青莚問屋は生産者から七島莚の買い付けを行い、大阪や関東の取引先に卸すことが仕事でした。8

月 15 日以降に作られた莚は、「シンウチ」といい、これが出始めると各問屋の買い付けが始まりました。

七島莚の買い付けには、問屋が農家を回る方法、農家が直接問屋に持ち込む方法、期日を決め共販を

行う方法などがありました。

　買い付けた莚は、品質によって分類され、畑作物には細い藁縄、水田作物には太い藁縄で 10 枚一

束にしました。束になった莚には、それぞれ小印や印銘という問屋ごとの商標や値段が記され、これ

をもとに取引を行いました。出荷できる量が集まった七島莚は、航路の場合は、八坂川から小船に積

んで守江港に運び、そこから大阪や関東へと運ばれました。陸路の場合は杵築駅から貨物列車によっ

て運ばれていきました。

　

　符牒は、問屋や仲買人の間で使われる特別な記号です。生産者の前でも価格の数字を話すために作

られました。１から 10 までを特殊な記号と呼び名で表現します。例えば、ダイマルの場合は、10、

100、1000 を表します。ヤマツジとした場合は、24、240、2400 を表しています。また 33 のように数

字が並ぶ場合は、ウロウロとは言わず、ウロナラビとしました。
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(2) 青莚問屋の仕事

問屋の暗号①ー符牒ー

小印

印銘

小印

印銘

数字

記号

呼び名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

大
ダイ ヤマ ウロ ツヂ

（サン）
カタリ リュウ シャク ヌケ ク マル
（ハン） （カタヌケ） （キュウ）

製品となった七島表：「杵築古写真」（大分県公文書館）
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問屋の暗号③ー印銘ー

　印銘は、問屋と取引先の間のみで共通する莚

の価格を表すものです。取引をした当人同士し

か解らないものなので、仕入値や売値などの商

取引きの秘密を守るためや誤送を防ぐために作

られました。

　印銘は、小印に対し、十二段階ほどの階級が

設定されています。同じものがあってはいけな

いため、問屋ごとに工夫を凝らした印銘を考え

ます。

　元島商店では最高値のものには「天」、続い

て「地球」「富士」という壮大な名称がつけら

れており、蛇の目商店では、「琵琶湖」「五十鈴川」

「春日山」など名勝や自然にあるものが使用さ

れました。このように、名勝、旧跡、地名、山、川、

城、渓谷、謡曲の名前など問屋ごとにさまざま

な印銘があります。

　

熊代商店商報

（『豊後の七島い』より）
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問屋の暗号②ー小印ー

　小印は問屋の屋号や商号を表すものです。各

問屋では品質ごとに、上質のものから「大抜」「本

段」「別銘」「色落」など大まかに分類されます。

この分類ごとに小印を打ち、一目でどの品質な

のか解るようになっています。

熊代商店の小印

城 守Ｋ 光
大抜 本段 別銘 色落

各問屋で使われていた小印

森久商店
（蛇の目商店）

元島商店

吉見商店
（植木文蔵商店）

元

い す ず が わ

おおぬき ほん

だん べつめい いろおち
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(3) 行事の中の七島い

若宮八幡社御田植祭り

若宮楽

　七島いの利用方法は、畳表だけではありません。長さが足らない七島いは、「シットウクゼ」と呼

ばれ、捨てることなく、円座、草履、七島縄などの日用品に加工されました。これらの日用品は、

現在も杵築市内の中で行われている伝統行事の中で使用されています。　

　毎年 4 月 6 日に杵築市宮司の若宮八幡社で

行われる稲作の予祝儀礼です。境内を田んぼ

に見立て、牛や馬による代掻きや早乙女によ

る田植えなど、神様の前で稲作の作業を真似

ることで豊作を願う行事です。この御田植祭

りでは行事の最後には弁当を持ってきた妊婦

が産気づき、その場で出産する演技がありま

す。生まれた子供の性別によって、その年に

氏子が出産する子どもの性別は男女どちらが

多いかを占います。

　以前は行事の中で早乙女が使う稲苗を一株

ごとにまとめるためにシットウクゼを紐とし

て使用していました。

　毎年、9 月中旬に杵築市宮司の若宮八幡社で

行われる楽打行事です。中世の風流踊と念仏

踊の系譜を引く芸能で、風災虫害防除や五穀

豊穣を目的として奉納されます。以前は、大

鴨川と中津屋の二地区の人々が担い手でした

が、後継者不足のため、現在では北杵築小学

校の児童によって継承されています。

　舞手の衣装である腰蓑の材料は、七島莚の

縦糸に使うイチビという植物です。イチビは

七島い以上に入手困難となりました。また、

近年では丈夫で長持ちする七島い製のわらじ

を使用しています。
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出原の柱松

亥の子行事

　毎年 9 月から 11 月に杵築市内の各地で、子

孫繁栄、五穀豊穣、商売繁盛を祈願する亥の子

行事が行われています。子供たちが家々を回り、

歌にあわせて亥の子石をついてまわります。主

に小学生から中学生の男子が参加し、年長者の

子供を代表者として子供たちだけで行程を決め

る地域の通過儀礼のような要素もあります。

　亥の子石には持ち手となる綱を幾本も付け、

息を合わせて引き合い地面をたたきます。持ち

手は石の重さや引く力に耐えることのできる丈

夫なものが向いており、七島いを栽培していた

農家では好んで七島縄が使用されました。

　毎年、8 月 14 日に杵築市大字中の出原地区

で行われる盆行事です。長さ 10ｍの杉丸太の

先端に木の枝とカズラで籠を作り、麦わらを小

縄で縛りつけ、籠の中にも麦わらを詰めたもの

が柱松です。機械を使わず、梯子やサスマタを

使って垂直に立て、三方に綱を張って安定させ

ます。日没後には、火をつけた投げ松明を籠に

投げ込み焼き落とす県内でも珍しい行事です。

最後に綱を切って倒れた方向でその年の吉凶を

占います。

　耐火性と強度のある七島いで作った綱や縄

は、投げ松明の持ち手や柱を支える綱として使

用されていました。
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